「数学Ⅱ　不等式の表す領域（円）」生徒の様子

日時：平成15年9月5日（金）対象：高校2年C組文系(女子29名)
· 授業アンケートをとりませんでしたので，生徒の反応や様子を記します。

「不等式の表す領域(直線)」の授業に引き続いて行いました。前回と同様，今回の授業も平成13年度に行った同単元の授業対象者に比べて，数学がかなり苦手です。この単元の学習においては事前の生徒の状態として，座標平面に点を取ることができない，直線の式にｘの値を代入してｙの値を計算することができない（代入という処理が分からない），直線のグラフを描くことができないという状況がありました。「不等式の表す領域(直線)」の授業によって，点を打つ，直線の式においてｙの値を求めることについては，理解がされたようでした。（直線のグラフを描くことは，ほとんどの生徒がまだ不十分である。）今回も，円の方程式とそのグラフをかくことについては，既習事項であるが忘れてしまっている状態である。
　そこで，円のグラフをGrapesを使って描いて，復習をしました。次に，半径のパラメーターを変えていくかの円を描かせて，同心円が大きくなっていくようすを観察させました。次々に描かれる円にちょっと沸き，前回と同様授業に積極的に参加をすることができたと思います。

次に，半径が1より大きい場合と小さい場合の円と，半径1の円との位置関係を確認して，不等式の表す領域の説明をしました。平成13年度の時の授業に比べて，今回の説明は簡単に理解できた様子でした。

引き続き，具体的に問題をやらせながら，不等式が表している領域を捉えさせていきました。グラフを描くために，平方完成が必要な問題について，平方完成をホワイトボード(黒板)で説明しましたが，これは無理な生徒が多かったため，一般形のまま陰関数を使ってグラフを描き，中心と半径を読み取ってプリントの式の下に標準形の式を書くように指示をしながら進めさせました。速い生徒は，Grapesの助けを借りて連立不等式の表す領域まで問題を進めることができました。今回も，１問目からつまづいている生徒には，個別に回って説明を行いました。また，私が回りきれない生徒は，分かる生徒に聞いて進むこともできていました。全員の生徒が，問題に取り組むことができたようでした。
プリントを回収しながら生徒に感想を聞くと，「円の内側と外側に分かれるのが分かった。」「円のグラフが直ぐでてくれるので，問題が解けて良かった。」「おもしろかった。」という反応でした。
